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研究成果の概要（和文）：製品の視覚的デザインに対する美的感性に関わる情報処理について，製品形態を見て
から，好き，かっこいい，かわいい，美しいなどの美的感性による評価を行うまでの一連のプロセスを神経基盤
も含めてモデル化した．モデルに基づき，様々な製品の形態に対する美的感性の直感的な情報処理プロセスにつ
いて，時間分解能に優れた脳波計測手法により検証を行い，美的感性の種類によって情報処理プロセスの複雑さ
が異なる可能性を示した．

研究成果の概要（英文）：In our research, we conceptualized a comprehensive model delineating the 
information processing mechanism underpinning aesthetic sensitivity, particularly visual designs of 
various products. This model encapsulates the progression from initial perception of the product 
form to subsequent evaluation through aesthetic judgments such as liking, cool, cute, and beauty, 
including the underlying neural basis. Utilizing this model, we empirically validated the 
instinctive information processing pathway associated with an aesthetic sensitivity towards diverse 
product forms. Our methodology encompassed the application of electroencephalography (EEG) 
measurement techniques renowned for their superior temporal resolution. This investigation unveiled 
the prospect that the complexity of information processing differs depending on the aesthetic 
sensitivity type.

研究分野： 認知神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ユーザと製品の接点において最初に生じる感性評価として，ユーザの美的感性に基づく製品の見た目（視覚的デ
ザイン）に対する評価が挙げられる．ユーザの評価を高めるような製品の視覚的デザインを計画的に設計するた
めには，美的感性に関する人間の情報処理メカニズムについて，感性の特徴である直感的なプロセスを含めて理
解することが必要である．本研究課題により，製品の視覚的デザインを見てから，美的感性による評価を行うま
での情報処理を神経基盤も含めてモデル化し，瞬時性の高い直感的プロセスを時間分解能に優れた脳波計測手法
により検証を行った．本研究により，新たな製品デザイン理論，技術の構築への道筋をつけることができた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
多くの製品において基本性能は成熟しており，製品の魅力的価値を高める重要な要素として感
性品質が注目されている．製品ユーザは，製品の形態，色彩，表面テクスチャ，製品の発する音，
触り心地などの五感情報を持つ感性品質を総合的に考慮して，製品の魅力を評価している．ユー
ザと製品との接点において最初に生じる感性評価として，ユーザの美的感性に基づく製品の見
た目（視覚的デザイン）に対する評価が挙げられる．ユーザの評価を高め，魅力的価値を感じる
ような製品の視覚的デザインを計画的に設計するためには，美的感性に関する人間の情報処理
メカニズムについて，その神経基盤を含めて理解することが必要である． 

 
２．研究の目的 
本研究では，製品の視覚的デザインに対する美的感性に関わる脳内情報処理プロセスについて，
我々の研究グループの実験データや先行知見に基づき，製品形態を見てから，美的感性による評
価を行うまでの情報処理プロセスモデルを構築し，脳機能計測により検証することを目的とす
る．また，製品の視覚的デザインに対する美的感性の評価プロセスの定量的評価法として脳機能
計測技術を用いた新たな評価手法を構築する． 
 
３．研究の方法 
 我々の研究グループで行った製品形態に対する感性評価時の脳波計測を行った研究 1)2)に基
づき，製品形態に対する美的感性評価の情報処理プロセスモデルを構築した．このモデルは，製
品形態を見てから，好き，かっこいい，かわいい，美しいなどの感性評価を行うまでの情報処理
を，入力，視覚処理，情動処理，出力に分けている．それぞれの処理に対応する神経基盤につい
て先行研究の知見も合わせて考慮したモデルとなっている．このモデルでは，製品形態に対する
美的感性評価を瞬時性の高い直感的プロセスと捉えている．本モデルに基づき，様々な製品の形
態に対する美的感性の直感的な情報処理プロセスについて，時間分解能に優れた脳波計測手法
により検証を行った． 
 
４．研究成果 
本モデルの概略を説明する 3)．製品形態の情報は，視覚系により入力され，脳の後頭葉にある
一次視覚皮質に投射される．さらに，情報は脳の中で 2 つの経路に分かれて処理される 4)．後
頭葉から頭頂葉へ至る視覚野背側経路では，視覚対象の位置，動きなどの空間情報に関わる情報
処理が行われている．視覚野背側経路では，対象へのリーチングや把持に関わる情報処理も行わ
れており，この脳領域の活動が製品形態の把持のしやすさの予測などを表現している可能性が
考えられる．もう一方の後頭葉から側頭葉へ至る視覚野腹側経路は，視覚対象の形の処理や，そ
れが何であるかという情報処理がなされている．視覚野腹側経路は，長期記憶の貯蔵領域である
側頭葉内側部と機能的に連関しており，貯蔵された製品形態や使用経験の情報は，前頭前野内側
部における価値判断の際の参照処理に用いられる可能性が考えられる 1)2)．製品に対する評価
が高いほど前頭前野から側頭葉へのトップダウン処理による製品形態に関わる記憶の参照処理
の度合いが高まると考えられる 1)．製品形態の感性評価には視覚対象の空間情報や形状情報だ
けでなく，日用品に対する感性評価の認知神経科学研究 5)で示されているように，情動処理も
関わっていると考えられる．情動処理として，評価対象に対する接近・回避の価値判断を眼窩前
頭前野などの報酬処理系，前頭前野下部などの抑制処理系で行っていることが考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

製品形態に対する美的感性評価の情報処理プロセスモデル 
 



様々な製品の形態に対する美的感性の直感的な情報処理プロセスを脳波計測により検証した．
製品画像を呈示し，美的評価（かっこいい，かわいい，美しい）について 4段階評定法で主観評
価を行う美的評価課題を遂行中の脳波を計測した．いずれの美的評価についても前頭前野，側頭
葉の活動が短潜時（～200ms）で観察された．これらの結果は，我々の先行研究と一致する 1)2)．
また，美しさ評価時において，評価得点による脳活動の違いは，かっこよさ，かわいさよりも時
間的に遅れて生じた．製品の視覚的デザインに対する美的感性において，美的評価の種類によっ
て情報処理プロセスの複雑さが異なり，それが脳内処理の時間の違いとしてあらわれた可能性
が示唆された． 
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